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団塊世代の意識・実態調査の実施について 

 

 

１．調査の趣旨 

昭和２２年から２４年までの３年間に生まれた、いわゆる「団塊世代」は、市の

人口構成の最も大きな割合を占めていますが、この世代は平成２４年以降、高齢期

（６５歳以上）を迎えることになります。 

そのため、今後の高齢者施策を検討していく際には、この団塊世代の多様化して

いると言われるライフスタイルや生きがい、社会・地域参加への意向などを的確に

把握し、市の施策やサービスに反映していくことが必要です。 

そのため、今回、団塊世代の意識や実態について調査及び分析を行い、第５期高

齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定及び施策の検討の資料といたします。 

 

 

 ２．調査の概要 

（１）調査対象 

昭和２２年から２４年までに生まれた人から、約１，０００人を抽出します。 

    ○ 平成２３年６月１日現在の状況 

 人数 人口に占める割合 

総人口 ３０２，９９８人 １００．０% 

高齢者（６５歳以上） ６５，５５９人 ２１．６% 

団塊世代 １５，６３９人 ５．２% 

 

 

（２）調査方法 

  調査対象者を住民基本台帳から無作為抽出し、郵送によりアンケート調査を実施

します。 

 

 

（３）調査項目 

裏面の調査項目・内容（案）をご参照ください。 

なお、調査項目・内容（案）については健康推進課、地域福祉課、協働推進課、

生涯学習課、労政課、住宅政策課等の関係各課と連携しながらと検討しています。 

 

 

（４）調査実施時期 

   平成２３年７～８月に調査を実施する予定です。 

資料２ 
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団塊世代の意識・実態調査 調査項目・内容（案） 

 

※ 単数回答のみではなく、項目によっては複数回答の場合もあります。 

 項目 調査内容 

１ 基本属性 性別、校区、世帯構成、職業、住居状況など 

２ 日常生活 
日頃の暮らしぶり、暮らしの満足度、生きがい、近所づきあい、 

困っていることなど 

３ 生活設計 将来に向けて関心のあること、今後やりたいこと、将来への不安など 

４ 
健康づくり・

介護予防 

健康状態、健康づくりや介護予防のためにしていること、市が実施

している事業の認知度など 

５ 就業 就業形態、就業継続希望年齢など 

６ 
地域活動・社

会貢献 

現在しているあるいは今後したい地域活動やボランティア活動や

そのイメージなど 

７ 住環境ニーズ 今後の居住希望、住環境で重視する点など 

８ 
行政に期待す

る施策 
行政（国、県、市）に期待することや充実させて欲しいこと 

９ 自由意見  


